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はじめに 

 

   本報告書は、自然環境の適切な保全を図るために、「一般国道421号石榑峠道路環境影響

評価書（平成15年 2月、国土交通省近畿地方整備局）」（以下、「評価書」と記す。）に示し

た事後調査実施計画のうち、工事中における猛禽類について、学識者の意見を参考にして

平成17年及び18年度に調査を実施し、その結果をとりまとめたものである。 
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１．事業の概要 
1-1 事業者の名称及び住所 

   名 称：国土交通省近畿地方整備局 

   住 所：大阪府大阪市中央区大手前1-5-44  

      

1-2 対象事業の名称、種類及び規模 

   名 称：一般国道421号石榑峠道路 

   種 類：道路建設事業 

   規 模：延長4.5km（トンネル区間 4.1km） 

  

1-3 対象事業実施区域 

   事業区間：自）三重県いなべ市大安町石榑南 

        至）滋賀県東近江市黄和田町 

 
1-4 対象事業に係る工事の進捗状況 

   平成18年 3月、三重県側の道路工事を着工した。10月からは発破を伴うトンネル掘削を

開始し、平成19年 3月現在、トンネル延伸工事を継続している。滋賀県側については、19

年度に工事を着手する計画である。 

   本調査は、工事中の事後調査に位置づけられる。 

       

1-5 調査委託機関 

   名 称：株式会社ウエスコ  

   住 所：岡山県岡山市島田本町2-5-35 

   代表者：代表取締役 山地 弘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 











6 

(2) 各種の確認状況 

①クマタカ 

現地調査では、平成 19 年１月と 2 月に飛翔がそれぞれ１回目撃されたが、上空を通過

したのみで、繁殖行動や採餌行動は確認されなかった。なお、工事前の調査時（平成１

６年～１７年に３回実施）では、この範囲内での飛翔は確認されていない。 
クマタカは留鳥であり、繁殖ペアは営巣場所を中心とした行動圏内に周年生息してい

る。調査範囲はクマタカの繁殖ペアの行動圏内に存在するが、繁殖上重要な区域の外部

に位置しており、その利用度は低い区域である。 
 

②ハヤブサ 

現地調査では、平成 18 年 3 月に上空飛翔が１回目撃されたが、上空を通過したのみ

で、繁殖行動や採餌行動は確認されなかった。また、工事前の調査時（同上）ではこの

範囲内での飛翔は確認されていない。確認頻度が低く、かつ周辺に営巣適地がないため、

調査範囲はハヤブサの繁殖ペアの行動圏に位置するのではなく、まれに飛来するものと

考えられる。 
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2-7 事業による影響の予測及び保全措置の検討 

現地調査の結果、調査範囲（改変区域およびその周辺）における重要な猛禽類の利用

頻度は低く、この範囲内での繁殖は確認されていない。なお、同時期に実施した近傍の

営巣地周辺における関連調査においては、営巣地を中心とした行動範囲に変化は認めら

れず、工事前と同様に繁殖行動も確認されている。このことから、工事開始後のクマタ

カの繁殖ペアの生息状況は工事着工前と比較して大きな変化はないものと思われる。 
今後は、三重県側のモニタリング調査を継続するとともに、滋賀県側でも工事を開始

することから、工事中のモニタリング調査を実施する計画である。 
 


